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尿路感染症 に対 するCefdinirの 臨床的検討
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新しい経口セフェム剤であるcefdinir(CFDN)を 尿路感染症に使用し,そ の有効性と安全性を検

討した。

急性単純性膀胱炎26例,急 性単純性腎盂腎炎1例,複 雑性尿路感染症32例 に対してCFDNを 使用し

た。

急性単純性症例21例 と複雑性尿路感染症27例 はUTI薬 効評価基準第3版 によって評価した。

急性単純性症例では著効15例,有 効6例 で有効率100%で あった。

複雑性尿路感染症では著効10例,有 効11例,無 効6例 で有効率77.8%で あった。

自他覚的副作用は認めず,臨 床検査値異常も認めなかった。

CFDNは 尿路感染症に対して有効かつ安全性の高い薬剤であると考えられた。
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Cefdinir (CFDN)は 藤沢薬 品研究所 で開発 され た経 口セ

フェム剤であ る。グラム陰性菌 に対す る強 い抗菌力 に加 え,グ

ラム陽 性 菌 に も強 い抗 菌 力 を有 し,methicilline-resistant

Staphylococcus aureus, Enterococcus faecalisに も中等度 の

抗菌力 を示す1)。

投与 量に比例 した血 中濃度 が得 られ,24時 間 までの尿 中回収

率 は約30%で ある2)。

今 回,我 々は本 剤を尿路感染症患者に投与 し,そ の有効性 と

安全性 を検討 したので報 告する。

1.対 象 と 方 法

1987年8月 か ら1988年2月 まで に東 京大 学 附属 病 院 泌

尿 器 科 お よび そ の関 連病 院 を受診 し,試 験 参 加 の同 意 が

得 られ た外 来 患者 を対 象 とした。 総 投 与例 は59例 で,そ

の内 訳 は急 性 単純 性 膀胱 炎26例,急 性 単純 性 腎 盂 腎炎1

例,複 雑 性 膀胱 炎24例,複 雑 性 腎盂 腎 炎8例 で あ った 。

複 雑性 尿 路感 染 症 で は カ テー テル 非留 置 症 例 を対 象 と

した。

急性単純性症例では50ま たは100mg(力 価)カ プセル

を使用し,1回50～100mg,1日2～3回,複 雑性症例で

は100mg(力 価)カ プセルを使用し,1回100～200mg,1

日3回 食後投与を原則とした。

効果判定は主治医判定およびUTI薬 効評価基準3)に

準じて行った。なお,効 果判定に影響を与える薬剤の併

用は行わなかった。

副作用に関しては,59例 について投与開始から終了ま

での自他覚的副作用の有無を観察し,血 液検査の可能で

あった症例については血液一般,腎 機能,肝 機能の推移

について検討 した。

II.成 績

急性単純性膀胱炎および腎盂腎炎の臨床成績を

Table1に 示 した。27例 中UTI薬 効評価基準に合致し

たのは21例であり,著効15例,有 効6例 で有効率100%で
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Table 2. Overall clinical efficacy of CFDN in acute uncomplicated UTI

あった(Table2)。 主治医判定では著効17例,有 効10例

で有効率100%で あった。

複雑性尿路感染症(膀 胱炎24例,腎 盂腎炎8例)の 臨

床成績をTable3に 示 した。基礎疾患としては前立腺

肥大症,神経因性膀胱,尿路結石症などが主なものであっ

た。

32例の主治医判定では著効12例,有 効11例,や や有効

4例,無効5例 で有効率71.9%で あった。32例中UTI薬

効評価基準に合致したのは27例であり,著 効10例,有 効

11例,無効6例 であり,そ の有効率は77 .8%と 優れた成

績であった(Table4)。 膿尿については正常化が10例

(37.0%),改 善が4例(14.8%),不 変が13例(48.1%)

であり,細菌尿については陰性化が19例(70 .4%),減 少

が2例(7 .4%),菌 交代が2例(7 .4%),不 変 が4例

(14.8%)で あり,細 菌尿の改善率が優れていた。

複雑性尿路感染症の疾患病態群別 の臨床効果 を

Table5に まとめた。上部尿路感染群(第3群)3例,

下部尿路感染群(第4群)19例,混 合感染群(第6群)

5例であり,混 合感染例での有効率が低いのが目立った。

すなわち,5例 中3例 が無効で,そ の2例 は起炎菌およ

び交代菌としてPseudomonas uruginosaが 分離され
,

1例は本剤耐性のEsckerichia coliが 存 続した症例で

あった。

細菌学的効果をTable6に 示 した。急性単純性尿路

感染症ではE. coli16株 をはじめ6菌 種21株 が認められ

たが,すべて除菌され
,投 与後Streptococcusが1株 出現

した。

複雑性尿路感染症では起炎菌34株 中E. coli2株
,S.

aureus, E.faecalis, Klebsiella pneumoniae, Pae-

ruginosaの 各々1株 ずつ計6株 が投与後も存続した。ま

た,P. aeruginoso2株,E. faecalis1株 が本剤投与後に出

現した。

副作用は59例 について検討したが,自 他覚的副作用は

1例 も認めなかった。血液検査を行い得た28例 で,本 剤

投与前後に検査値異常は認めなかった。

III.考 察

急性単純性膀胱炎では,そ の起炎菌のほとんどがE

coliで あったが,全 例で有効以上の成績であり有効率

100%で あった。投与量別の有効率を見ると,1日100mg

投与の5例 では著効2例,1日150mg投 与 の7例 では著

効6例,1日300mg投 与6例 では著効5例 であった

(Table7)。 すなわち本剤の抗菌力,体 内動態から考え

て急性単純性膀胱炎には1日150mgの 投与で も十分な

効果が得られると思われる。

基礎疾患を有する複雑性尿路感染症においても本剤の

投与により膿尿の正常化率37.0%,細 菌尿の陰性化率

70.4%で あり,77.8%と い う高い有効率が得られた。細

菌尿の陰性化率に比して膿尿の正常化率が低いのは,基

礎疾患 として尿路結石症例が多数含 まれていたからであ

ろう。また,混 合感染例で有効率が低かったが,無 効3

例 中2例 は起炎菌および交代菌 としてP. uruginosaが

分離 され,1例 は本剤耐性のE. coliが 存続 した症例で

あった。1日 投与量別に臨床効果をみると,本 剤1日300

mg投 与例10例 と1日600mg投 与例16例 では,そ の有効

率に差は認めず,1日300mg投 与でも十分な効果が得ら
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Table 4. Overall clinical efficacy of CFDN in complicated UTI

Table 5. Overall clinical efficacy of CFDN classified by the type of infection
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Table 6. Bacteriological response to CFDN in uncomplicated and complicated UTI

* regardless of bacterial count

C N S: coagulase-negative Staphylococcus G P C: Gram-positive cocci
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Table 7. Overall clinical efficacy of CFDN classified by dosage

れた(Table7)。 しかし,複 雑性尿路感染症を対象とし

た臨床用量検討試験の成績4)と同様に,投 与後存続菌お

よび出現菌の頻度より,本 剤の幅広い抗菌力を臨床面で

反映するには1日600mg投 与の必要性も考えられた。な

お,投与後に本剤に感受性の低いPaemuginosa 2株 と

E.faecalis 1株 が出現した。

自他覚的副作用および臨床検査値異常は認めなかった。

すなわち,本 剤は尿路感染症に極めて有用かつ安全性

の高い薬剤であると思われた。
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We used cefdinir (CFDN), a new oral cephem antibiotic, in the treatment of urinarytract infections to
investigate its therapeutic efficacy and safety.

The subjects were 26 patients with acute uncomplicated cystitis, 1 with acute pyelonephritis, and 32 with
complicated urinary tract infection (UTI).

The clinical effect in 21 patients with acute uncomplicated UTI and 27 with complicated UTI was assessed
according to the criteria (3rd edition) proposed by the Japanese UTI Committee.

Overall clinical efficacy in acute uncomplicated UTI was excellent in 15 and moderate in 6, with an efficacy
rate of 100%.

Clinical efficacy in complicated UTI was excellent in 10, moderate in 11 and poor in 6, with an efficacy rate
of 77.8%.

No adverse effects or no abnormal laboratory findings were observed.
We consider CFDN to be an effective and safe drug for the treatment of urinary tract infections.


